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Your own value your own way～それぞれの価値それぞれの道～

和歌山県立紀央館高校

冬休み明けアセンブリー
年明けを迎えるとよく耳にするのが「一年の計は元旦にあり」という言葉です。何事も最初

の計画や準備が大切で、初めが肝心という意味です。令和７年の初めにあたり、皆さんそれぞ
れがこれまでを振り返り、新たな目標達成に向け計画を立てるなど、決意を新たにされたので
はないかと思います。まだ考えていないという人は、今からでも遅くありませんから、この
一年をどう過ごしていくかしっかりと考え、気持ちを新たに頑張ってほしいと思います。

話は変わりますが、明治から大正時代にかけて活躍した小説家で英文学者の夏目漱石が、
ロンドン留学中に日記に残した言葉で「まじめに考えよ。誠実に語れ。摯実(しじつ)に行え。
汝(なんじ)の現今に播(ま)く種は、やがて汝の収むべき未来となって現るべし。」という言葉があ
ります。難しい言葉ですが、「将来の自分のために今、まじめに考え、誠実に、そして地道に
行動することが必要です。」ということです。皆さんにはこの言葉の通り、新しい年を迎え、
新しい気持ちで行動していただきたいと思います。

今日から後期後半が始まり、年次を締めくくる大切な時期となります。この期間での「努
力」や「頑張り」が本年度の成果や達成感につながります。特に、今まで実力が出せていな
かった人は、この時期に「遅刻をしない」「授業に集中して参加する」「宿題や提出物は遅れ
ずに提出する」など、しっかりと学習に取り組んでもらいたいと思います。まだまだできてい
ないという人は、今日からでもすぐに行動に移し、自分は十分にできているという人は、さら
に磨きをかけて頑張ってください。

３年次生の皆さん、高校生活も締めくくりの時期となりました。進学・就職という新たなス
テージに向かうためにも、精一杯、悔いのないように残りの高校生活に取り組んでもらいたい
と思います。また、これから「大学」の入学試験や「会社」の就職試験を控える人もいるかと
思いますが、粘り強く最後まで頑張ってほしいと思います。

それから、２年次生の皆さん、今日から年度末に向け、ラストスパートの気持ちで取り組ん
でほしいと思います。一年は、あっという間です。これから、自分の進路について十分考え、
じっくりと計画を立てながら、一歩一歩確実に歩みを進めてもらいたいと思います。

１年次生の皆さん、高校生として次の年次で、自分はどうあるべきか、どうするべきかを考
え、努力を惜しまず、将来を見据えながら大きく成長してもらいたいと思います。

最後になりますが、学校生活において、挨拶をする・頭髪服装の乱れを整える・遅刻欠席を
しない・ルールやマナーを守る・人の話をよく聞くなど当たり前のことを当たり前に行い、そ
の上でさらに自分にできることをしっかりと考え、実行に移してもらいたいと思います。

ラジオチャリティ
募金活動

12月21日にロマンシティ前で行われた、ラジオ

チャリティ募金活動に本校の生徒が参加しまし

た。寒い中募金を呼びかける生徒たちに、多く

の人が応えてくれました！寄付金は“音の出る

信号機”の設置に役立てられます。

1月8日に生徒会役員と新成会の方たちで久しぶ

りに登校する生徒たちを校門で迎えました。

爽やかな挨拶とともに気持ちよく後期後半を迎

えることができました✨ご協力ありがとうござ

いました。

登校参観


